
2026 年度 戦略的創造研究推進事業（ACT-X） 
新規採択課題・総括総評 

 

戦略目標:｢持続可能社会につなげる超寿命マテリアルの創出｣ 

｢非連続な技術革新を目指す量子マテリアル研究｣ 

｢ゆらぎの制御･活用による革新的マテリアルの創出｣ 

｢選択の物質科学～持続可能な発展型社会に貢献する新学理の構築～｣ 

研究領域:｢GX 実現に資するフロンティアマテリアル｣ 

研究総括:内田 健一(物質･材料研究機構 磁性･スピントロニクス材料研究センター 上席グループリーダー/

東京大学 大学院新領域創成科学研究科 教授) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

ATQA AUGIE 
東京大学 大学院理学系研

究科 
助教 

動的拡散界面の設計学：ゆらぎ駆動三層ヘテ

ロ構造触媒の創成 

伊藤 正人 
東京都立大学 大学院都市

環境科学研究科 
助教 

キラル開殻分子における CISS 機構の解明と

スピン依存反応制御への展開 

岩切 秀一 

物質･材料研究機構 ナノ

アーキテクトニクス材料

研究センター 

主任研究員 二次元ヘテロ接合による人工焦電体の創出 

宇治 雅記 
東京大学 大学院理学系研

究科 
特任助教 

高次三重項設計が拓くアップコンバージョ

ン材料革新 

薄葉 純一 
名古屋大学 未来社会創造

機構 
特任助教 

秩序制御と結合形成の切り分けによる高結

晶性・循環型 COF の創製 

大木 理 筑波大学 数理物質系 助教 
分子ボラン拡張によるボロンマテリアル群

の開拓 

岡崎 めぐみ 東京科学大学 理学院 助教 
担持ナノ粒子の戦略的設計から導くエネル

ギー変換光触媒の創出 

小野 雄大 

広島大学 持続可能性に寄

与するキラルノット超物

質国際研究所 

特任助教 
潜在的空孔が拓く低エネルギー選択分離マ

テリアル 

耿 殿程 東北大学 金属材料研究所 助教 
知識融合 AI 閉ループによる核融合炉用極限

環境構造材料の開発 

小杉 健斗 東京科学大学 理学院 助教 
有効過電圧－反応速度の制約打破に向けた

電極近傍反応場の分子科学 

米田 丈 
名古屋大学 大学院理学研

究科 
助教 

「分子ツイストロニクス」による量子先端材

料開拓 

夏 康 
東京大学 大学院工学系研

究科 
特任助教 

分子状酸化物ナノ修飾による電解触媒反応

場の創成 

竹本 晶紀 
東京大学 大学院工学系研

究科 
助教 

ゼオライト粒子内反応場による循環型 PFAS

浄化 
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田邉 辰平 
東京大学 大学院理学系研

究科 
特任助教 

CO2 付加型酸化還元分子による高起電力 CO2

濃淡電池の創成 

田畑 浩大 
東京大学 大学院工学系研

究科 

日本学術振興

会特別研究員

(PD) 

単一結合の局所振動直接観察による界面熱

伝導の解明 

福間 翔太 
九州大学 大学院工学研究

院 
助教 

蛍光増幅プロセスの再構築による有機半導

体レーザーの新機能 

三澤 遼 
東京大学 大学院工学系研

究科 
大学院生 高温超伝導体における電子軌道の直接観測 

村松 佳祐 
信州大学 アクア･リジェ

ネレーション機構 

助教(特定雇

用) 
エッジ駆動型金属水酸化物触媒の創出 

渡辺 清瑚 早稲田大学 理工学術院 
次席研 究員

(研究院講師) 

含硫黄ポリマーが切り拓く絶縁性高分子の

GX 化 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:内田 健一 

 

本研究領域は、グリーントランスフォーメーション(GX)の実現に向け、エネルギー高効率利用や物質変換に

資するフロンティアマテリアルの創出を目的としています。既存の枠にとらわれない革新的なアイデアや手法

により、材料･プロセス･デバイス研究や新原理開拓に挑戦する若手研究者の連携･融合を促進し、従来は到達

困難、あるいは実現不可能と考えられてきた課題に挑みます。 

初回となる今年度は、予想を上回る 181 件の意欲的な提案がありました。領域アドバイザーとともに厳正に

評価選考を進め、書類選考および面接選考を経て、最終的に 19 件の研究提案を採択しました。応募課題には、

材料創成に加えて、材料設計、計測･評価、原理解明、理論･計算、データ科学的手法の活用など、幅広い観点

からの提案がありました。また、提案者の専門分野も多岐にわたり、基礎･基盤研究に立脚しつつ、将来の GX

実現を見据えた多様で意欲的な提案が寄せられ、本領域の研究の広がりと今後の発展可能性を強く感じさせる

公募となりました。 

選考にあたっては、独創性･挑戦性･学際性に加え、GX 実現への貢献可能性を重視しました。特に、単なる既

存技術の適用や性能向上にとどまらず、提案者自身の着想に基づき、エネルギー高効率利用や物質変換の革新

に繋がる新たな材料設計、機能発現、評価手法、原理解明、設計指針の創出に挑む提案であるかを重要な観点

としました。また、面接選考では、研究内容だけでなく、研究に対する熱意や取り組み姿勢、将来の成長可能

性についても確認し、研究の実現に向けた具体的な考え方や、困難を乗り越えるための工夫、将来的な波及効

果を含めて総合的に評価しました。 

採択された研究提案はいずれも、若手研究者ならではの自由な発想と高い挑戦性を有しており、GX に資する

フロンティアマテリアル研究の新たな展開を切り拓くことが期待されます。研究推進にあたっては、各採択者

に担当領域アドバイザーを配置し、研究構想の明確化や課題推進に関する助言を行います。また、領域会議等

を通じて、異分野の若手研究者同士が交流し、相互に触発する場を設けます。こうした活動を通じて、個々の

研究課題の深化に加え、領域内での新たな連携や融合研究の芽を育み、本領域期間内のみならず終了後も継続

的に新展開につながる研究者ネットワークの構築を支援していきます。 

今回採択に至らなかった研究提案の中にも、優れた着想や高い将来性を有するものが数多くありました。一

方で、提案者自身の独自性や強み、GX 実現に向けた研究の位置づけ、国際的な研究動向の中での立ち位置、さ

らには困難な課題をどのように突破するのかという具体的な道筋をより明確に示すことで、説得力が一段と高



まると感じられるものもありました。特に、物理系の申請の中には、ボトムアップ型の提案になっており領域

目標の達成を十分に考慮できていない課題や、面接時に提案内容の重要性を伝えきれていない課題が散見され

ました。是非、次年度の募集において、これらの点をさらに磨き上げ、より力強い研究提案として再挑戦いた

だくことを大いに期待しています。 

今年度は、結果として化学系･材料化学系の研究提案が比較的多く採択されましたが、本領域は特定の分野

を優先するものではありません。量子材料、磁性材料、熱マネジメント材料、構造材料、金属材料をはじめ、

GX に資する可能性を秘めたあらゆるフロンティアマテリアル研究を対象としています。次年度は、物性･物理･

材料工学分野や金属材料･構造材料分野の研究者からより一層、GX との接点を自ら切り拓くような挑戦的かつ

意欲的な研究提案が寄せられることを期待します。多様な分野の研究者が本領域に集い、互いの専門性を生か

しながら、GX 実現に向けた新たな材料科学の潮流を生み出していくことを強く期待しています。 

 

  



戦略目標:｢超生体組織創出への挑戦｣ 

｢｢生命力｣を測る～未知の生体応答能力の発見･探査～｣ 

｢革新的な細胞操作技術の開発と細胞制御機構の解明｣ 

｢老化に伴う生体ロバストネスの変容と加齢性疾患の制御に係る機序等の解明｣ 

｢『バイオ DX』による科学的発見の追究｣ 

｢ヒトのマルチセンシングネットワークの統合的理解と制御機構の解明｣ 

｢革新的植物分子デザイン｣ 

｢細胞内構成因子の動態と機能｣ 

研究領域:｢生体機能の理解とデザイン｣ 

研究総括:伊川 正人(大阪大学 微生物病研究所 教授) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

足立 透真 
国立精神･神経医療研究セ

ンター 神経研究所 

日本学術振興

会特別研究員

(PD) 

RNA 局在制御によるグリア多様化デザイン 

荒木 峻 
東京大学 定量生命科学研

究所 
特任研究員 

学習カリキュラムの違いが規定する知能戦

略の解明と次世代学習モデルのデザイン 

植田 誉志史 
京都大学 大学院工学研究

科 
助教 

活性酸素種の空間選択的除去による転移抑

制 

梶本 麻未 
神奈川大学 総合理学研究

所 
客員研究員 

寄生者雌化因子による宿主性分化再設計原

理 

加藤 真未 
東京大学 先端科学技術研

究センター 

日本学術振興

会特別研究員

(RPD) 

胎盤由来脳標的型エクソソームの機能と設

計原理 

金谷 啓之 
東京科学大学 国際医工共

創研究院 

コアメ ンバ

ー･特任助教 

断眠の生体応答の理解と睡眠不足に強い体

のデザイン 

小林 天美 
東北大学 医学イノベーシ

ョン研究所 
講師 

tRNA 断片-タウ相互作用の構造理解と制御デ

ザイン 

坂本 瑞季 
山梨大学 大学院総合研究

部 
研究助教 

異数性モザイク胚における発生許容原理の

解明 

櫻木 崇晴 
大阪大学 免疫学フロンテ

ィア研究センター 

特任准 教授

(常勤) 

ナノボディを用いた細胞膜リン脂質分布の

操作 

杉 直也 筑波大学 生命環境系 助教 
重複受精のデザインに向けた精細胞活性化

機構の解明 

竹中 哲 東京科学大学 総合研究院 
プロジェクト

助教 

細胞競合による異常細胞排除の理解とデザ

イン 

鶴田 朗人 
九州大学 大学院薬学研究

院 
講師 

腫瘍免疫逃避ネットワークの時間構造の理

解と治療応用 

中里 一星 
東京大学 大学院農学生命

科学研究科 
特任助教 

葉緑体ゲノム編集によるストレス耐性付与

と光合成理解の深化 



野阪 善昭 
京都大学 大学院医学研究

科 
助教 

卵巣体細胞非依存的ヒト卵母細胞発生の再

構成 

野崎 友成 
自然科学研究機構 基礎生

物学研究所 
助教 

共生系における多倍体化の原理と人為的制

御 

萩尾 華子 
名古屋大学 大学院生命農

学研究科 
助教 魚類の顔認知機能の理解と創出 

前田 英仁 東京科学大学 総合研究院 
プロジェクト

研究員 

生理活性鉄の可視化に基づく鉄動態制御の

理解とデザイン基盤の創出 

宮崎 友輝 
名古屋工業大学 大学院工

学研究科 
大学院生 

人工小型タグで可視化する YAPダイナミクス

と細胞周期・概日リズムの関係 

山岸 勇太 
立教大学 大学院理学研究

科 
大学院生 

複製バイオセンサーによる代謝酵素のダー

ウィン的進化工学 

吉田 将太 東京大学 医学部附属病院 特任助教 
心臓全細胞配向性アトラスに基づくインシ

リコデザイン 

廉 明徳 
広島大学 大学院統合生命

科学研究科 
大学院生 

マルチスケール放射光で挑む「生きた化石植

物」の元素超集積 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:伊川 正人 

 

本研究領域では、革新的な発想･技術による生体機能の理解の深化と、理解に基づく生体機能の独創的なデ

ザインの進化、両者の相乗効果による好循環を生み出し、イノベーションに繋がる成果の創出とともに、生命

科学研究の革新を目指しています。 

2 回目となる今年度は、昨年度を超える 322 件の意欲的な提案がありました。15 名のアドバイザー、11 名

の外部評価者とともに厳正に評価選考を進め、書類選考で選ばれた 36 名に対して、面接選考を実施し、最終

的に大学院生 3 名を含む 21 人からの研究提案を採択しました。採択者の平均年齢は 31.3 歳、性別、所属機関

の種類･規模、役職等の面でも、多様性のある構成となりました。 

自由な発想で挑戦的な課題を重視するため、生体機能や技術について対象を絞ることはしていません。期待

通り、分子レベルから個体レベルの生体機能、植物･魚類から甲殻類、哺乳類、さらには幅広い最先端技術に

関する提案がありました。選考においては、生体機能の理解とデザインの連関、ACT-X でどのような研究に取

り組み、何を得て、自身の次のステップにどのようにつなげていくかの展望、提案者自身のアイデアに基づく

独自性を重視しました。挑戦的であること、自身の研究に留まらず波及効果が期待できることも評価の対象と

し、個人の研究として実施する ACT-X 事業の観点から、適切なエフォートを求めました。 

採択した課題は、独創的･挑戦的なアイデアを起点として発展させようとする挑戦的なものであり、応募者

の知的好奇心を満たすだけでなく、関連領域への応用展開を含めイノベーションにつながる成果の創出が期待

されます。 

なお、採択に至らなかった研究提案の中にも、大変意欲的な提案が数多くありました。再度挑戦を検討する

際には、上記観点に加えて、専門分野を超えた分かりやすい説明を心がけてください。なお、出産･育児等の

ライフイベントに関する支援制度がありますので、安心して応募してください。 

研究推進においては、研究者育成の観点を重視し、各提案に相応しいアドバイザーを配置するとともに、領

域会議等を通して異分野の若手研究者同士が交流し相互に触発する場を設けます。本領域の特徴である、多種

多様な生物種、研究手法、生体機能を対象とした研究者の交流が、新たな学際領域の創出や変革に繋がること



を期待します。更に採択者には、領域や ACT-X の枠を超えて交流を進め、世界に羽ばたくことを支援してい

きたいと考えています。 

 

  



戦略目標:｢自律駆動による研究革新｣ 

｢生命力｣を測る～未知の生体応答能力の発見･探査～｣ 

｢革新的な細胞操作技術の開発と細胞制御機構の解明｣ 

｢老化に伴う生体ロバストネスの変容と加齢性疾患の制御に係る機序等の解明｣ 

｢『バイオ DX』による科学的発見の追究｣ 

｢ヒトのマルチセンシングネットワークの統合的理解と制御機構の解明｣ 

｢革新的植物分子デザイン｣ 

｢細胞内構成因子の動態と機能｣ 

研究領域:｢生命と情報｣ 

研究総括:杉田 有治(理化学研究所 開拓研究所 主任研究員/東京大学 大学院理学系研究科 教授) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

秋山 真那斗 北里大学 未来工学部 専任講師 拡散モデルによる RNA 配列・構造の同時設計 

阿部 篤生 東京科学大学 総合研究院 
プロジェクト

研究員 

天然物生合成酵素の機能予測・進化 AI 基盤

の創出 

大河内 康之 
名古屋大学 大学院医学系

研究科 
助教 

分裂による遺伝子発現ゆらぎを解明する「イ

メージング×オミクス」解析 

大貫 隼 
自然科学研究機構 分子科

学研究所 
助教 

分子動力学×AI によるタンパク質構造遷移

の探索と理解 

岡田 正大 東京理科大学 先進工学部 嘱託助教 
細胞外小胞分泌フラックスのラベルフリー

時空間解析基盤の創出 

荻田 豪士 
理化学研究所 生命機能科

学研究センター 

基礎科学特別

研究員 
上皮力学モデルの自動同定と予測 

奥田 宗太 
順天堂大学 大学院医学研

究科 
大学院生 

Perturb-morphomics: 三次元形態の埋め込

み表現と形態摂動解析 

加藤 祐基 
大阪大学 大学院理学研究

科 
大学院生 

非平衡熱力学に基づく細胞内温度勾配の維

持機構の解明 

木俣 海 
金沢大学 大学院自然科学

研究科 
大学院生 

物理制約付き逆最適輸送によるゲノム編集

予測 

康 子辰 
北海道大学 大学院工学研

究院 
博士研究員 

細胞形態形成における多階層情報の横断的

解析基盤の構築 

佐藤 拓哉 
東京大学 大学院農学生命

科学研究科 
助教 

メタゲノムデータをプロキシとした新たな

海洋生産力推定法の創出 

信太 宗也 東洋大学 生命科学部 助教 音響物理制約 AI による多点血管狭窄同定 

篠田 理沙 東京大学 生産技術研究所 助教 社会的文脈を考慮した動物行動理解 AI 

關澤 太樹 
理化学研究所 脳神経科学

研究センター 

基礎科学特別

研究員 

ゆらぎの持続性から力学的に要請される脳

の情報処理原理 

田村 旺子 
国立がん研究センター 研

究所 
特任研究員 

TCR-T 療法設計に向けた TCR 最適化 AI の開

発 



田村 浩人 
大阪公立大学 大学院情報

学研究科 
助教 

区分線形 RNNによる力学系の最小表現学習と

脳活動解析 

野口 幹仁 
産業技術総合研究所 エネ

ルギー･環境領域 
研究員 

生態系の構造分化が導く多面的機能発現プ

ロセスの解明 

山畑 伊織 
名古屋大学 大学院医学系

研究科 
大学院生 

適応的粒度設計によるペプチド探索基盤の

構築 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:杉田 有治 

 

本研究領域は、｢生命｣と｢情報｣の融合研究を企図し、最新の情報科学を活用して広く生命科学に関する未

知の課題の解明に取り組みます。ビッグデータを用いた機械学習･AI に加え、数理科学や物理モデルを用い

たシミュレーション、データ同化などを含む広い意味での情報科学を対象にし、分子･細胞生物学や生物物理

学などの基礎生命科学から、創薬、メディカル、バイオテクノロジーなどへの応用課題も含みます。 

本研究領域 3 回目の 2026年度募集では、144 件の提案がありました。13 名の領域アドバイザーととも

に、書類選考を経た 31 名の候補者に対して面接選考を行い、最終的に 18 名を採択しました。採択者の平均

年齢は 30.3 歳、大学院生は 4 名となっています。採択者のうち、生命科学系出身者と情報工学系出身者の割

合は 3:1 の構成であり、研究者独自の視点で見いだされた生命科学の｢問い｣に対し、様々な情報科学の手法

で解明に取り組む提案となっています。特に今年度の選考では、細胞だけでなく植物、水圏生物、医療応用

につながるものなど、多様な生命科学を対象とした提案が複数採択されました。 

選考にあたっては、｢定義される生命科学の課題の面白さと情報科学の役割｣、｢情報科学の手法における独

自性と新規性｣、｢提案は本人の着想に基づいているか｣、｢予想される困難とそれを克服するアイデア｣という

点を重視し、厳正に評価を実施しました。 

研究提案の推進にあたっては、採択された若手研究者に対して、領域アドバイザー1 名を個別に割り当

て、研究課題の実現や研究者としての個を確立するためのサポートを行います。また、採択された若手研究

者同士が積極的に交流し、｢生命｣と｢情報｣の融合分野についての深い議論ができる環境を構築し、将来の連

携につながる幅広い人的ネットワークの構築を促します。 

最後になりますが、これまで 3 回の公募を通じて延べ 374 件の挑戦的かつ意欲的なご提案を非常に多くい

ただき、大変興味深く審査をさせていただきました。本領域に応募いただきました皆さまに、深く御礼申し

上げます。 

 

  



戦略目標:｢持続可能な社会を支える光と情報･材料等の融合技術フロンティア開拓｣ 

     ｢新たな半導体デバイス構造に向けた低次元マテリアルの活用基盤技術｣ 

     ｢Society 5.0 時代の安心･安全･信頼を支える基盤ソフトウェア技術｣ 

     ｢情報担体と新デバイス｣ 

     ｢最先端光科学技術を駆使した革新的基盤技術の創成｣ 

     ｢次世代 IoT の戦略的活用を支える基盤技術｣ 

     ｢Society5.0 を支える革新的コンピューティング技術の創出｣ 

研究領域:｢AI 共生社会を拓くサイバーインフラストラクチャ｣ 

研究総括:下條 真司(青森大学 ソフトウェア情報学部 教授) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

安達 美穂 明治大学 理工学部 助教 
3D 都市モデルと実世界をつなぐ意味的対応

付けによる自律移動ロボット視覚基盤 

阿部 涼介 
北陸先端科学技術大学院

大学 情報基盤センター 
助教 

デジタル証明書相互運用のためのポリシ継

承フレームワーク 

石山 遼 
九州大学 大学院システム

情報科学府 
大学院生 視覚符号の復号最適化 

井上 信多郎 
東京大学 大学院情報理工

学系研究科 
大学院生 

動的構成知能身体を統御する分散システム

基盤 

Kaloer Anders 

Ellersgaard 

慶應義塾大学 大学院理工

学研究科 
特任助教 

Self-Certifying AI Digital Twins for 

Trustworthy Cyberinfrastructure 

軍司 健太 

東北大学 タフ･サイバー

フィジカル AI 研究センタ

ー 

特任助教 
身体化 AI の行動阻害を伝える空間更新基盤

の創成 

佐々木 友基 
東京理科大学 大学院工学

研究科 
大学院生 

次世代モビリティ社会を支える大容量で簡

易な通信技術の創出 

椎葉 瑠星 
情報･システム研究機構 

国立情報学研究所 
特任研究員 

曖昧さを含むネットワークインテントの厳

密な仕様化 

進藤 稜真 
京都大学 大学院情報学研

究科 
大学院生 

議論プロセスの数理的解明に基づくヒト AI

共創パイプライン創出  

鈴木 陽大 
東京科学大学 情報理工学

院 
大学院生 

可変計量学習による高信頼センシングデー

タ復元基盤 

Chauhan Vishal 
東京大学 大学院情報理工

学系研究科 
大学院生 

Co-walker Robots for Japan’s Sidewalks: 

Designing Service Robots That Society 

Can Understand 

寺島 青 
名古屋大学 大学院工学研

究科 
大学院生 

パーソナルロケーションセマンティクスの

相互理解基盤の創出 

篤田 大知 
東京大学 大学院情報理工

学系研究科 
大学院生 

強化学習に基づく汎用 DRAM 真性乱数生成器

の創出 

伴 玲吾 
東京大学 大学院情報理工

学系研究科 
大学院生 

トポグラフィ化による主体的・俯瞰的な SNS

表示の設計 



藤原 廉 大阪大学 産業科学研究所 特任助教 
IoT データストリームにおける遅延応答解

析に基づく予測・運用最適化基盤 

古橋 郁一 
東京大学 大学院工学系研

究科 
大学院生 

自律走行群のための情報獲得・提供メカニズ

ムの設計 

堀川 康生 
奈良先端科学技術大学院

大学 先端科学技術研究科 
大学院生 

AI 駆動開発を支えるテスト品質保証基盤の

創出 

宮井 淳行 
東京大学 大学院情報理工

学系研究科 
大学院生 

AI 駆動自律実験における科学的信頼性基盤

の構築 

楊 博 
東京大学 大学院情報理工

学系研究科 
大学院生 

暗号理論による信頼可能な量子優位性の保

証 

Watanakeesuntorn 

Wassapon 
大阪大学 D3 センター 特任助教 

DPU-Based Cybersecurity Framework with 

AI-Driven Threat Detection for Shared 

HPC Infrastructure 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:下條 真司 

 

本研究領域は、幅広い分野の中から、｢将来的に社会基盤としての情報通信･情報科学の革新につながる技術｣

というキーワードのもとに、若手研究者の新たな発想に基づいた、次世代のサイバーインフラストラクチャ

(CI)の創造につながる挑戦的な研究を推進します。 

領域として第 3 回目の公募に対して、177 件の意欲的な提案がありました。応募者の平均年齢は 29.4 歳で、

大学院生からの提案も 69 件(約 39%)と高い比率となり、若い研究者に大きな関心を持っていただけたものと

感じています。また、ネットワーク、インフラストラクチャ、サイバーセキュリティ、AI 活用、ロボティクス、

デジタルツイン、IoT、コンピュータヒューマンインタラクション(CHI)、医療、数理科学･量子に至る幅広い

分野からの応募でありながら、CI への積極的な貢献を意識した提案も多く、大変心強いことでした。 

16 名の領域アドバイザーとともに厳正かつ公平に応募課題の選考を進め、書類選考で選ばれた 36 名の候補

者に対して面接選考を行い、20 名(うち女性は 1 名)の提案を採択しました。 

採択者の平均年齢は 27 歳で、大学院生からの採択は 13 件(65%)と高い比率になりました。 

なお、選考に当たっては新規性、独創性、挑戦性、アイディア、CI をなんらかの形で意識しているか、将来

的に CI に役立つ技術かを特に重視しました。 

また、社会課題や人文社会科学に関連する提案もあり、ELSI(Ethical, Legal and Social Issues)の研究者

にも選考に参加いただきました。 

採択した研究提案は、CI 基盤そのものから要素技術、理論から実践まで多岐に渡り、ネットワーク、サイバ

ーセキュリティ･暗号、AI･機械学習、ロボティクス、IoT、CHI、数理科学･量子など本分野の幅広さを実感でき

るものとなっております。また、既存の採択者との交流を意識したものもあり、領域全体としてのさらなる盛

り上がりを考えるとワクワクします。 

研究推進に当たっては、全ての採択者に対して、CI の基盤技術から要素技術、理論から実践まで幅広い分野

の最先端で活躍する領域アドバイザーの2名が割り当てられ、研究期間中での｢さきがけ｣への挑戦(早期卒業)、

企業の観点からのアドバイスや連携の模索、他省庁の研究費への申請を含めて、採択者が研究者として飛躍す

るためのサポートを行います。また、CI の分野では、オープンソフトウェアや標準化、実フィールドでの実

証実験などの方法によるアウトプットも重要であり、SINET や JGN、StarBED など実証実験のプラットフォーム

の活用も奨励します。更に、領域会議(クローズドな場での研究発表･討論)では、採択された若手研究者同士



がお互いに切磋琢磨し相互触発できるよう、将来の連携につながる研究者のヒューマンネットワーク構築を促

します。 

本領域ではこれまで 3 回の公募を通じて、挑戦的かつ意欲的なご提案を非常に多くいただき、大変興味深く

審査をさせていただきました。CI 分野の今後の広がりを感じるとともに、応募いただきました皆様に深く御礼

申し上げます。 

 

 


